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結果

MWT（：Metal Wrap Through) 型の太陽光発
電セルは変換効率の向上と製造コスト低減を両
立させた次々世代の太陽光発電セルとして有
望視されています。

このMWT型の太陽光発電セルの量産化のた
め、要素技術について研究開発を行いました。
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昨年度開発した各工程の要素技術を用いて太
陽光発電セルを作製することに取り組みました。

特にMWT型太陽電池の特徴であるウェハへの
貫通穴についてはドリル、レーザー、D-RIEで加
工し、そのうちD-RIEで加工したものを用いてセ
ルを試作し、発電することを確認しました。

ドリル、レーザー加工で貫通穴をあけたセルに
ついてセルを作成、発電効率を比較します。

貫通穴電極の充填条件、電極の配置および印
刷技術の最適化を行い、発電セルの変換効率の
向上を目指します。

MWT型の太陽光発電セルの実用化にはウェハ
の薄型化、貫通穴加工、電極の形成、不純物拡
散、パッシベーション膜の除去など多くの要素技
術が必要となります。

それらの要素技術について、FREA、ハイテクプ
ラザは福島県内の4社と研究開発を行いました。

実験研究の目的

結論 今後の予定

太陽光発電用シリコンウエハの加工技術に関する研究
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ドープ条件
反射防止膜の検討

薄型MWT型太陽光発電セルの開発
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